
秋
超
臼
「
中
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
杜
会
主
義
経
済
の
発
展
と

経
済
法
則
」
（
訳
）

武
　
　
藤

守

　
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
移
行
は
、
い
す
れ
の
国
も
過
渡
期
を
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
過
渡
期
が
長
い
か
、
短

い
か
、
あ
る
い
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
彩
態
を
と
る
か
は
、
そ
の
時
の
国
際
的
諾
条
件
お
よ
び
そ
の
国
の
国
内
的
諸
条
件
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
過
渡
期
が
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
移
行
過
程
で
あ
る
か
ぎ
り
、
資
本
主
義
経
済
法
則
は
杜

会
主
義
経
済
法
則
に
転
化
し
発
展
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
国
の
具
体
的
な
経
済
的
諾
条
件
と
関
連
し
て
具
体
的
に
考
え
ら

れ
ね
ぱ
な
ら
在
い
。

　
い
ま
中
国
は
そ
の
よ
う
な
過
渡
期
を
進
み
つ
つ
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
過
渡
期
に
お
け
る
経
済
法
則
は
、
中
国
の
経
済
の
社
会
主

義
化
へ
の
発
展
過
程
に
却
応
し
て
転
化
し
発
展
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
こ
の
過
渡
期
の
経
済
法
則
を
掌
握
し
運
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
経
済
建
設
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
申
国
経
済
の
現
状
の
理
解
お
よ
び
今
後
の
見
透
－

し
は
、
こ
の
過
渡
期
の
経
済
法
則
を
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
全
訳
し
た
の
は
、
秋
超
白
氏
の
「
我
国
過
渡
時
期
社
会
主
義
経
済
的
発
展
和
経
済
規
律
」
　
一
「
経
済
研
究
」
一
九
五
六
年
、
第

　
　
秋
超
白
「
中
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
杜
会
圭
義
経
済
の
発
展
と
経
済
法
則
」
（
訳
）
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
四
七
　
（
三
七
五
）

●



　
　
立
命
館
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済
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四
八
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六
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四
期
所
－
収
）
で
あ
る
。
氏
は
中
国
科
学
院
哲
学
社
会
科
学
学
部
委
員
で
あ
り
、
「
経
済
研
究
」
の
常
任
編
集
委
員
で
あ
る
。

過
渡
期
に
拾
け
る
杜
会
経
済
的
基
礎
の
特
徴

　
一
九
四
九
年
、
中
国
共
産
党
の
指
導
す
る
人
民
異
主
革
命
の
勝
利
は
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
機
構
に
根
本
的
な
変
化
を
生
ぜ
し
め

た
。
労
働
者
階
級
の
指
導
す
る
国
家
は
、
国
内
の
官
僚
資
本
主
義
企
業
お
よ
び
ぼ
と
ん
ど
大
部
分
の
外
国
資
本
主
義
企
業
を
没
収
し

て
、
全
人
氏
所
有
制
の
社
会
主
義
経
済
成
分
に
転
化
さ
せ
、
さ
ら
に
国
氏
経
済
に
お
い
て
指
導
的
機
能
を
発
揮
し
始
め
た
。
わ
が
国

の
民
族
資
本
家
階
級
は
人
民
氏
主
革
命
の
時
期
に
中
立
を
守
り
、
少
数
の
異
族
資
本
家
階
級
の
代
表
的
人
物
は
革
命
に
参
加
し
た
。

過
渡
期
の
初
期
に
お
い
て
は
、
氏
族
資
本
主
義
経
済
は
工
業
生
産
の
迅
速
な
族
復
に
対
し
て
、
社
会
的
商
品
流
通
の
広
汎
な
連
鼠
を

促
進
し
、
小
商
品
経
済
も
ま
た
、
社
会
的
生
産
力
の
吹
復
と
向
上
を
促
進
す
る
一
つ
の
要
素
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
国
氏
経
済
に
お

け
る
、
こ
の
よ
う
な
地
位
と
機
能
に
、
比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に
、
い
ま
生
長
し
つ
つ
あ
る
国
営
経
済
と
合
作
社
経
済
が
替
る
こ
と
は
、

ま
だ
不
可
能
で
あ
る
。
一
九
四
九
年
に
お
け
る
近
代
工
業
の
生
産
額
は
農
工
業
総
生
産
額
の
う
ち
一
七
％
を
占
め
て
い
た
。
同
年
の

工
業
総
生
産
額
の
う
ち
私
営
工
業
の
生
産
額
（
個
人
手
工
業
の
生
産
額
を
含
ま
な
い
、
以
下
同
じ
）
は
六
三
・
三
％
を
占
め
、
国
営
工
業
生

産
額
は
三
四
．
二
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
九
五
二
年
の
却
売
総
額
の
う
ち
国
営
商
業
は
二
三
・
二
％
を
占
め
、
私
営
商

業
は
七
六
．
一
％
を
占
め
、
小
売
総
額
の
う
ち
私
営
商
業
は
八
三
・
五
％
ま
で
占
め
て
い
た
。
一
九
四
九
年
に
は
手
工
業
・
農
業
お

よ
び
そ
の
副
業
は
、
基
本
的
に
は
個
人
経
済
で
あ
り
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
小
商
品
経
済
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
生
産
額
は
農
工
業
総

生
産
額
の
う
ち
七
五
．
八
％
ま
で
占
め
て
い
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
が
過
渡
期
を
開
始
し
た
時
の
杜
会
経
済
構
成
と
階
級
構
成
の
基
本

的
惜
況
で
あ
る
。
政
治
上
で
は
、
す
で
に
。
成
熟
し
た
中
国
の
労
働
者
階
級
は
強
力
に
国
家
を
指
導
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
し
か
し
杜
会
主

　
－

．
一

一
庇

　
＆．
一

　
忠

　
．
｛



義
経
済
戎
分
は
ま
だ
極
め
て
小
さ
な
比
重
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
三
種
類
の
主
要
な
経
済
成
分
の
う
ち
、
社
会
主
義
経
済
成
分
と
資
本
主
義
経
済
成
分
は
二
種
類
の
対
抗
的
性
格
を
も
っ
た
生
産
手

段
の
所
有
制
を
基
礎
と
し
て
い
る
が
、
両
者
は
社
会
的
生
産
力
の
陵
復
と
発
展
と
い
う
客
観
的
要
求
に
お
い
て
は
統
一
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
運
動
過
程
に
お
い
て
、
杜
会
的
富
の
生
産
と
分
配
に
対
し
て
、
特
に
．
市
場
の
指
導
と
小
商
品
生
産
の
発
展
方
向
に
対
し
て
、

社
会
主
義
経
済
法
則
の
作
用
と
影
響
お
よ
び
資
本
主
義
経
済
法
則
の
作
用
と
影
響
が
、
国
民
経
済
の
恢
復
と
発
展
過
程
に
お
い
て
斗

争
を
進
め
る
こ
と
は
不
可
避
的
で
あ
る
。
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
移
行
・
矛
盾
の
存
在
と
異
っ
た
生
産
方
式
・
異
っ
た
階
級

間
の
斗
争
と
変
転
は
正
に
過
渡
期
の
主
要
な
特
徴
で
あ
る
。
対
抗
的
性
格
を
も
つ
矛
盾
と
斗
争
は
収
奪
の
形
式
を
採
っ
て
解
決
さ
れ

る
ま
で
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
ま
た
平
和
的
改
造
の
途
を
採
り
、
一
系
列
の
過
渡
的
形
式
と
段
階
を
採
っ
て
、
漸
次
そ
の
対

抗
的
性
質
を
弱
め
、
さ
ら
に
除
去
し
て
解
決
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
中
国
の
労
働
者
階
級
と
党
は
、
中
国
の
社
会
経
済
の
具
体
的

椿
況
と
内
外
の
薪
し
い
条
件
に
対
し
、
平
和
的
改
造
の
途
を
採
る
こ
と
が
国
氏
経
済
の
恢
復
と
発
展
に
有
利
で
あ
る
と
確
認
し
、
実

質
上
は
杜
会
主
義
経
済
成
分
の
生
長
と
発
展
に
さ
ら
に
有
利
で
あ
る
と
確
認
し
た
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
過
渡
期
の
総
路
線
と
総
任
務
は
、
実
質
上
ソ
同
盟
の
過
渡
期
に
お
け
る
薪
経
済
政
策
と
少
し
も
異
っ
て
は
い
な

い
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
ご
の
任
務
を
実
現
す
る
た
め
に
採
る
彬
式
・
方
法
・
速
度
が
異
る
だ
け
で
あ
る
。
レ
Ｔ
ニ
ン
は
か
っ
て
指
摘

し
て
い
る
、
「
変
革
の
形
式
．
方
法
お
よ
び
手
段
に
１
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
旨
己
を
東
縛
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
社
会
主
義
革
命
の
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

来
の
活
動
家
を
も
束
縛
し
な
か
っ
た
…
…
」
と
。
一
定
の
形
式
・
方
法
お
よ
び
速
度
は
、
そ
の
所
に
お
け
る
種
六
の
条
件
胆
よ
っ
て

決
め
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
在
い
。
わ
が
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
総
路
線
と
総
任
務
は
、
わ
が
国
の
過
渡
期
に
１
お
け
る
杜
会
経
済
の
発
展
過

程
お
よ
び
三
種
類
の
圭
要
経
済
成
分
の
相
互
斗
争
と
平
和
的
転
換
の
過
程
を
正
確
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
秋
超
白
「
中
国
の
過
渡
期
に
１
お
け
る
杜
会
圭
義
経
済
の
雅
展
と
経
済
法
則
」
（
訳
）
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
四
九
　
（
三
七
七
）
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五
〇
　
（
三
七
八
）

＝
　
杜
会
主
義
経
済
成
分
の
発
展

　
薪
し
く
生
れ
た
社
会
主
義
経
済
成
分
の
存
在
と
発
展
は
、
労
働
者
階
級
の
指
導
と
。
不
可
分
で
あ
る
。
ど
ん
な
支
配
階
級
の
基
本
的

・
任
務
も
、
そ
れ
の
代
表
す
る
と
こ
ろ
の
薪
し
く
生
れ
た
経
済
彩
態
の
た
め
に
広
大
な
発
展
の
途
を
開
く
こ
と
で
あ
る
。
中
国
共
産
党

は
慎
重
に
一
杜
会
経
済
条
件
と
経
済
法
則
に
基
き
、
ま
す
嵌
復
期
の
政
策
を
決
定
し
、
国
家
の
政
策
に
よ
っ
て
力
を
結
集
し
、
国
営
経
済

と
合
作
杜
経
済
を
発
展
さ
せ
た
。
国
家
は
杜
会
主
義
経
済
法
則
の
要
求
に
基
ぎ
、
さ
ら
に
杜
会
主
義
経
済
の
発
展
の
た
め
の
条
件
を

提
供
し
た
◎
そ
れ
は
一
九
五
〇
年
当
初
か
ら
採
っ
た
一
系
列
の
措
置
、
た
と
え
ぱ
財
政
経
済
の
統
一
的
指
導
、
幣
制
の
統
一
と
財
政

予
算
の
均
衡
、
物
価
の
安
定
と
国
内
市
場
の
統
一
、
国
営
企
業
に
お
け
る
旧
い
生
産
管
理
制
度
の
改
革
、
重
要
な
生
産
手
段
と
消
費

資
料
の
統
一
的
調
達
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
。
こ
れ
ら
の
重
大
な
有
利
な
条
件
は
、
階
級
斗
争
な
し
に
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

物
価
の
安
定
と
市
場
管
理
の
統
一
過
程
は
、
実
質
上
市
場
投
機
を
徹
底
的
に
打
撃
し
、
資
本
主
義
自
由
市
場
を
制
限
す
る
一
斗
争
場

で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
的
商
品
生
産
と
小
商
品
生
産
と
は
、
市
場
を
通
じ
て
、
そ
の
価
値
と
剰
余
価
値
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
市

場
の
指
導
を
取
得
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
生
産
指
導
を
行
う
前
提
を
取
得
し
た
こ
と
で
あ
る
。
国
営
企
業
の
旧
い
生
産
管

理
制
度
に
１
対
す
る
改
革
は
、
実
質
上
国
営
企
業
に
お
け
る
資
本
主
義
管
理
制
度
と
封
建
的
親
方
制
度
を
粛
清
す
る
一
斗
争
場
で
あ
っ

た
◎
こ
の
一
系
列
の
斗
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
初
め
て
杜
会
主
義
経
済
成
分
と
国
家
は
国
民
経
済
に
お
け
る
指
導
的
地
位
を
確
立
し

得
た
の
で
あ
り
、
杜
会
主
義
経
済
法
則
は
漸
次
広
汎
な
発
展
の
範
囲
を
獲
得
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
社
会
主
義
経
済
は
一
九
五
〇
年
か
ら
極
め
て
急
速
な
発
展
を
開
始
し
た
。
国
営
工
業
生
産
額
の
工
業
総
生
産
額
に
お
け
る
比
重
は
、

一
九
四
九
年
の
三
四
・
二
％
か
ら
一
九
五
二
年
の
五
二
・
八
％
ま
で
上
昇
し
、
一
九
五
五
年
は
六
二
．
九
％
に
な
っ
た
。
公
私
合
営

　
…

工

　
止

∴

　
舳

．
工

　
一
一
批

　
…



工
業
の
生
産
鞭
と
手
工
業
含
作
杜
の
生
産
額
も
ま
た
非
常
に
増
加
し
た
。
社
会
主
義
的
工
業
の
生
産
額
（
国
営
・
公
私
合
営
お
よ
び
合
作

杜
を
合
む
）
の
工
業
総
生
産
額
に
お
け
る
比
重
は
一
九
四
九
年
の
三
六
・
七
％
か
ら
一
九
五
二
年
の
六
一
％
に
ー
上
昇
し
、
一
九
五
五
年

に
は
八
三
．
八
％
と
放
っ
た
。
農
業
部
門
に
お
い
て
、
互
助
合
作
組
織
に
参
加
し
た
農
家
は
、
一
九
五
〇
年
に
は
農
家
総
数
に
ー
お
け

各
一
〇
・
七
％
を
占
め
、
一
九
五
二
年
に
は
四
〇
％
に
上
昇
し
、
一
九
五
四
年
に
は
六
〇
・
三
％
と
な
っ
た
。
一
九
五
六
年
六
月
に

は
、
す
で
に
全
国
総
農
家
の
九
〇
・
四
％
が
農
業
生
産
含
作
社
に
参
加
し
一
そ
の
う
ち
す
で
に
六
一
・
一
％
は
完
全
に
杜
会
主
義
的

な
高
級
合
作
杜
で
あ
る
。
純
商
業
機
構
に
属
す
る
商
品
流
通
の
領
域
内
で
、
一
九
五
〇
年
に
社
会
主
義
的
性
質
の
卸
売
額
は
総
卸
売

額
に
１
お
け
る
二
三
．
九
％
を
占
め
、
一
九
五
二
年
に
は
六
三
・
七
％
に
上
昇
し
、
一
九
五
五
年
に
は
九
五
・
六
劣
と
な
っ
た
。
杜
会

主
義
的
性
質
の
小
売
額
の
小
売
総
額
に
お
け
る
比
重
は
、
一
九
五
〇
年
に
ニ
ハ
・
五
％
と
在
り
、
一
九
五
二
年
に
は
四
二
・
二
％
に

上
昇
し
、
　
一
九
五
五
年
に
は
八
二
・
五
彩
と
な
っ
た
。

　
社
会
主
義
経
済
と
し
て
の
富
民
経
済
に
お
い
て
特
有
な
速
度
で
進
む
発
展
は
、
社
会
主
義
経
済
制
度
の
僕
越
性
を
事
実
上
証
明
し

て
い
る
。
国
家
は
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
と
影
響
に
よ
っ
て
、
漸
次
労
働
考
大
衆
お
よ
び
そ
の
他
の
労
働
人
民
を
先

進
的
抜
術
と
方
法
で
組
織
し
、
全
社
会
ｏ
物
質
的
文
化
的
需
要
の
た
め
に
－
生
産
す
る
。
国
氏
経
済
の
陵
復
期
で
あ
る
と
第
一
次
五
力

年
計
画
期
で
あ
る
と
を
問
わ
す
、
国
家
は
常
に
最
薪
の
抜
術
を
配
備
し
て
杜
会
主
義
的
大
企
業
を
回
復
し
建
設
し
た
。
わ
が
国
に
お

け
る
従
来
の
技
術
的
基
礎
は
遅
れ
て
い
た
の
で
、
偉
大
な
ソ
同
盟
お
よ
び
人
艮
民
主
主
義
国
家
の
物
質
的
稜
術
的
援
助
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
外
部
の
条
件
を
転
じ
て
内
部
の
条
件
と
な
し
、
早
く
も
わ
が
国
に
ー
お
け
る
社
会
主
義
の
物
賞
的
技
術
的
茱
礎
の
建
設
を

開
始
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
民
経
済
の
発
展
を
推
進
し
、
漸
次
全
国
人
氏
の
物
質
的
文
化
的
需
要
を
満
し
、
さ
ら
に
高
め
た
。
一
九

五
五
年
に
お
け
る
全
国
経
済
部
門
の
職
工
賃
金
は
一
九
五
〇
年
に
比
較
し
て
一
倍
以
上
に
増
加
し
た
。
一
九
五
六
年
に
は
こ
の
基
礎

　
　
秋
超
白
「
中
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
杜
会
圭
義
経
済
の
発
慶
と
経
済
法
則
」
（
訳
）
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
五
一
　
（
三
七
九
）
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立
命
館
繰
済
学
　
（
第
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
（
三
八
Ｏ
）

の
上
に
さ
ら
に
一
四
％
引
上
げ
た
。
農
業
お
よ
び
剛
業
生
産
額
は
、
一
九
四
九
年
に
比
較
し
て
一
九
五
五
年
は
七
〇
劣
増
加
し
、
か

く
し
て
農
民
の
収
入
も
そ
れ
に
応
じ
て
増
加
し
た
。
同
様
に
社
会
福
利
事
業
お
よ
び
文
化
娯
楽
事
業
も
ま
た
急
速
に
増
大
し
た
。
多

種
類
の
経
済
が
並
存
す
る
た
め
、
私
有
制
経
済
に
お
け
る
労
働
人
民
の
物
質
的
生
活
状
況
の
改
善
は
な
お
異
っ
た
生
産
関
係
の
制
限

を
受
け
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
全
体
の
趨
勢
と
し
て
、
各
種
経
済
成
分
に
お
け
る
労
働
人
民
の
生
活
は
、
程
度
は
異
っ
て
い
る
が
、

い
す
れ
も
改
善
さ
れ
た
。
彼
等
の
物
質
的
文
化
的
生
活
面
で
の
差
別
の
程
度
は
、
ま
す
生
産
方
式
の
性
質
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ

の
次
は
各
企
業
単
位
お
よ
び
各
個
人
の
労
働
生
産
卒
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
千
百
万
人
の
労
働
人
民
は
、
彼
等
の
仕

事
と
生
活
の
中
で
、
益
友
杜
会
主
義
の
優
秀
性
を
体
得
し
、
益
六
階
級
的
白
覚
を
高
め
、
益
六
杜
会
主
義
吃
遣
求
し
、
か
く
し
て
社

会
主
義
建
設
と
杜
会
主
義
改
造
の
斗
争
は
次
第
に
大
規
模
な
大
衆
運
動
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
と
影
響
は
、
わ
れ
わ
れ
が
一
切
の
仕
事
に
勝
利
を
得
る
基
本
的
保
証
で
あ
り
、
そ
れ
は
過

渡
期
杜
会
改
革
の
段
階
と
し
て
の
経
済
機
構
に
お
け
る
矛
盾
の
主
導
面
お
よ
び
主
導
力
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
低
抗
に

遇
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
す
、
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
と
し
て
の
剰
余
価
値
法
則
の
作
用
と
影
響
の
低
抗
を
受
け
ね
ば
淀
ら

な
い
。

　
　
　
　
　
　
三
　
資
本
主
義
経
済
法
則
と
資
本
主
義
商
工
業
に
対
す
る
改
造
の
形
式
・
速
度

　
資
本
主
義
所
有
制
が
存
在
し
、
資
本
主
義
的
生
産
と
流
通
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
剰
余
価
値
法
則
が
作
用
し
、
さ
ら
に
そ
の
経
済

成
分
の
活
動
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
資
本
家
の
生
産
目
的
は
、
結
局
に
ー
お
い
て
利
潤
の
た
め
で
沸
っ
て
、
そ
れ

は
中
国
に
お
い
て
も
決
し
て
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
中
国
の
労
働
者
階
級
と
国
家
は
、
一
定
の
期
間
資
本
宗
所
有
制
を
承
認
し
た

’
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○
で
あ
る
か
ら
、
事
実
上
こ
の
よ
う
な
目
的
も
ま
た
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
く
し
て
段
階
が
違
え
ば
異
っ
た
方
式
と
代
価

で
「
賠
償
」
を
進
め
ね
ぱ
な
ら
放
い
。
「
賠
償
」
も
ま
た
階
級
斗
争
の
」
形
式
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
有
制
発
生
以
後
の
あ
ら
ゆ

る
社
会
彩
態
の
交
替
期
に
、
生
産
手
段
の
代
価
を
支
払
っ
て
の
移
行
は
、
薪
興
階
級
が
没
落
階
級
に
対
し
て
広
汎
に
使
用
し
た
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
は
収
奪
考
と
収
李
考
と
の
間
の
移
行
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
労
働
者
階
級
の
資
本
家
階
級

に
対
す
る
「
賠
償
」
と
は
性
質
上
異
っ
て
い
る
。
労
働
者
階
級
も
た
だ
一
定
の
条
件
の
下
で
、
一
定
の
対
象
に
対
し
て
の
み
「
賠

償
」
を
行
う
に
・
過
ぎ
在
い
。
氏
族
資
本
家
階
級
も
ま
た
一
定
の
歴
史
的
条
件
の
下
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
生
産
手
段
を
売
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
両
考
間
の
対
立
の
統
一
は
、
わ
が
国
過
渡
期
の
平
和
的
移
行
に
お
け
る
両
階
級
連
合
の
基
礎
で
あ
る
・

し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
あ
ら
ゆ
る
資
本
家
階
級
に
適
用
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
わ
れ
わ
れ
は
国
家
独
占
資
本
主
義
に
対

し
て
は
「
．
賠
償
」
を
行
わ
す
、
収
奪
の
形
式
を
採
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
経
験
侭
基
い
て
、
民
族
資
本
家
の
生
産
手
段
の
漸
次
的

賠
償
に
対
し
て
は
一
定
の
代
価
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
生
産
手
段
所
有
制
の
突
然
の
変
化
に
よ
っ
て
受
け
る

種
六
の
損
夫
を
避
け
る
ご
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
国
民
経
済
が
継
続
し
て
比
較
的
円
滑
に
、
発
展
す
る
ご
と
が
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。
ご
れ
は
平
和
的
移
行
の
最
大
の
利
益
で
あ
る
。

　
賠
償
の
過
程
に
お
い
て
、
斗
争
の
重
要
な
面
は
、
剰
余
価
値
法
則
の
作
用
と
影
響
に
必
す
制
限
を
加
え
ね
ば
た
ら
な
い
ご
と
と
、

資
本
主
義
的
生
産
と
流
通
の
無
政
府
性
お
よ
び
そ
れ
の
広
大
淀
小
商
品
生
産
に
対
す
る
影
響
に
必
す
制
隈
を
加
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ

と
と
で
あ
る
。
ご
れ
ら
の
制
隈
を
少
し
で
も
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
資
本
主
義
は
た
ち
ま
ち
は
び
こ
り
、
労
働
者
階
級
は
さ
ら
に
多

く
の
代
価
を
払
わ
ね
ぱ
な
ら
す
、
資
本
主
義
経
済
法
則
の
作
用
と
影
響
は
優
勢
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
在
反
撃
の
情
勢
は

各
段
階
．
各
地
区
に
お
い
て
現
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
　
■
秋
超
白
「
中
国
の
過
渡
期
に
・
お
け
る
杜
会
主
義
経
済
の
発
展
と
経
済
法
則
」
（
訳
）
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
五
三
　
（
三
八
一
）
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資
本
主
義
経
済
法
則
の
作
用
と
影
響
を
利
用
し
制
限
す
る
形
式
こ
そ
、
国
家
費
本
主
義
の
各
種
の
彩
式
で
あ
る
。
国
艮
経
済
の
回

復
期
隻
い
て
は
主
と
し
て
原
料
の
撰
・
生
産
品
の
購
入
・
信
用
貸
宴
よ
び
麗
奮
の
経
済
条
件
に
よ
っ
て
、
菜
義
企

業
を
個
別
的
に
国
馨
本
主
義
の
奮
引
き
つ
け
る
。
そ
の
主
要
藁
式
は
加
工
．
発
注
．
購
入
で
あ
る
。
見
ら
の
形
式
隻
い

て
・
国
家
は
資
本
主
義
企
業
の
生
産
と
■
流
通
の
範
囲
を
規
定
し
、
資
本
家
と
労
働
者
の
経
済
的
関
係
を
規
定
し
、
資
本
家
と
国
家
の

経
済
的
関
係
を
規
定
し
、
さ
を
栗
主
義
経
済
法
則
の
作
用
と
影
響
を
利
用
し
艘
し
、
そ
れ
が
も
は
萬
民
経
済
の
書
的
発

展
を
妨
害
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
杜
会
主
義
経
済
の
発
展
に
有
利
な
よ
う
に
．
す
る
。

菜
祭
一
定
の
利
碧
獲
得
す
る
と
い
う
前
提
の
下
に
誉
て
、
国
家
に
よ
一
て
そ
の
生
産
の
方
要
規
定
し
．
生
産
品
の
品

種
お
よ
び
生
産
数
量
を
規
定
す
る
ご
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
完
成
品
が
国
家
に
よ
っ
て
購
入
し
掌
握
さ
れ
た
時
に
は
、
国
家
は
杜
会

主
義
的
配
分
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
そ
管
の
生
産
品
差
産
部
門
と
消
費
部
門
寡
配
す
る
、
し
と
が
で
き
る
。
ご
こ
に
誉
て
は
、

社
会
主
義
の
生
産
を
発
展
さ
せ
需
要
を
満
足
さ
せ
る
と
い
う
要
求
は
、
資
本
家
の
利
潤
獲
得
の
要
求
と
対
立
的
統
一
を
現
わ
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
淀
対
一
的
統
一
は
各
種
の
過
渡
的
彩
式
の
一
つ
で
あ
る
国
家
資
本
主
義
経
済
の
実
質
で
あ
る
。

　
剰
余
価
値
法
則
は
わ
が
国
資
本
主
義
経
済
の
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
国
家
資
本
主
義
の
実
践
に
お
い
て
も
証
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
・
ど
の
彩
式
を
採
る
に
拘
ら
す
、
資
本
家
に
一
定
の
利
潤
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
商
品
の
生
産
と
流

通
の
中
心
結
節
点
を
組
織
す
る
ご
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
剰
余
価
値
法
則
を
掌
握
し
運
用
す
る
な
ら
ば
、
一
定
限
度
内
で
商
品
の

使
用
価
値
と
価
値
の
生
産
を
規
定
す
る
ご
と
が
で
き
、
ま
た
価
値
法
則
の
商
品
生
産
過
程
と
流
通
過
程
に
お
け
る
作
用
を
掌
握
し
運

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
さ
ら
に
資
本
家
が
一
定
の
利
潤
を
得
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ぱ
、
宣
向
ん
で
商
品
の
販
売
任
務
を
国
家
に
譲
る

ご
と
に
な
っ
て
・
資
本
主
義
市
場
の
需
給
法
則
も
ま
た
ご
れ
ら
の
商
品
に
対
し
て
は
支
配
作
用
を
失
う
に
至
る
の
で
あ
る
。
国
家
の
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掌
握
し
た
商
品
の
販
売
は
、
計
画
的
比
例
的
法
則
の
要
求
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
。
資
本
家
に
対
す
る
利
潤
の
規
定
は
、
必
然
的

に
同
時
に
商
品
の
購
入
価
格
あ
る
い
は
生
産
費
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
し
た
が
っ
て
ま
売
必
す
賃
金
と
税
収
を
規
定
し
淀
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
の
賃
金
法
則
と
価
値
分
配
法
則
は
最
大
限
に
、
制
限
さ
れ
る
。

　
国
家
資
本
主
義
経
済
に
は
二
つ
の
対
立
的
階
級
、
す
な
わ
ち
資
本
家
階
級
と
労
働
者
階
級
が
あ
り
、
さ
ら
に
階
級
斗
争
は
避
け
ら

れ
恋
い
が
、
そ
の
如
何
を
問
わ
す
、
階
級
斗
争
は
国
宗
資
本
主
義
前
進
の
主
要
原
動
力
で
あ
る
。
国
衣
は
労
働
考
階
級
が
指
導
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
斗
争
の
形
勢
も
資
本
主
義
国
宗
に
お
け
る
斗
争
と
は
異
り
、
労
働
考
階
級
に
有
利
で
あ
る
。
か
く
し
て
斗
争
の

方
式
と
方
法
も
異
ら
ね
ば
た
ら
在
い
。
国
家
は
経
済
的
措
置
・
平
和
的
語
合
い
・
説
得
教
育
お
よ
び
労
働
者
の
大
衆
運
動
な
ど
の
方

法
に
よ
っ
て
斗
争
を
進
め
る
。
斗
争
は
間
断
な
く
、
複
雑
微
妙
で
あ
り
、
合
法
的
で
あ
り
ま
た
革
命
的
で
あ
る
。
斗
争
の
結
果
と
し

て
、
杜
会
主
義
経
済
成
分
は
漸
次
拡
大
し
、
資
本
主
義
経
済
成
分
は
漸
次
縮
少
し
、
杜
会
主
義
経
済
法
則
は
漸
次
そ
の
作
用
と
影
響

の
範
囲
を
拡
大
し
「
資
本
主
義
経
済
法
則
は
漸
次
そ
の
作
用
と
影
層
の
範
囲
を
縮
少
す
る
。
一
九
四
九
年
に
・
私
営
工
業
は
工
業
総
生

産
額
の
う
ち
六
三
・
三
劣
を
占
め
た
が
、
一
九
五
五
年
に
は
ニ
ハ
％
に
低
下
し
、
一
九
五
六
年
末
に
は
公
私
合
営
に
進
ま
な
い
私
営

工
業
は
工
業
総
生
産
額
の
う
ち
僅
か
に
○
・
四
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　
公
私
合
営
企
業
は
国
家
資
本
主
義
の
高
級
淀
形
式
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
全
人
民
所
有
制
と
資
本
家
所
有
制
の
相
互
に
結
含
し
た
彩

式
で
あ
る
。
国
家
の
代
表
が
企
業
の
指
導
的
地
位
に
立
ち
、
主
要
生
産
品
の
生
産
と
販
売
は
完
全
に
国
家
計
画
に
入
り
、
生
産
過
程

の
各
結
節
点
は
国
営
企
業
と
密
接
に
関
連
し
、
も
は
や
そ
れ
は
杜
会
主
義
経
済
体
系
に
お
け
る
単
位
お
よ
び
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
在
お
完
全
な
社
会
主
義
企
業
で
は
友
く
、
資
本
家
所
有
制
と
資
本
配
当
制
を
保
留
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
れ
は
す
．

で
に
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
最
後
の
一
段
階
で
あ
る
。
ご
の
段
階
に
お
い
て
は
、
資
本
家
は
も
は
や
独
立
自
主
的
に
資
本
を
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支
配
し
生
産
を
支
配
す
る
地
位
を
保
有
せ
す
、
剰
余
価
値
法
則
・
生
産
の
無
政
府
的
法
則
な
ど
の
如
き
資
本
主
義
経
済
法
則
は
一
定

の
範
囲
内
で
の
み
作
用
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
性
質
上
は
や
は
り
社
会
主
義
経
済
法
則
の
作
用
と
対
抗
的
性
質
の
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
対
抗
性
を
も
っ
た
矛
盾
は
、
公
私
合
営
企
業
の
再
生
産
お
よ
び
拡
大
再
生
産
過
程
に
お
い
て
、
全
人
民
的
所
有
制

の
部
分
を
漸
次
拡
大
し
て
、
資
本
家
所
有
制
を
相
対
的
に
縮
少
し
、
国
家
的
蓄
積
を
次
第
に
拡
大
し
て
、
資
本
配
当
を
次
第
に
縮
少

し
、
国
家
計
画
の
範
囲
を
次
第
に
拡
大
し
て
、
自
由
市
場
の
た
め
に
生
産
す
る
商
品
比
率
を
次
第
に
減
少
す
る
。
す
な
わ
ち
資
本
主

義
経
済
法
則
が
生
す
る
作
用
の
範
囲
は
い
よ
い
よ
小
さ
く
な
り
、
遂
に
は
残
存
し
た
資
本
家
所
有
制
と
と
も
に
舞
台
か
ら
退
く
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
変
転
は
資
本
家
個
人
に
対
す
る
思
想
改
造
と
結
合
し
て
、
彼
個
人
の
利
益
お
よ
び
前
途
を
資
本
家
階
級
の
利
益

お
よ
び
前
途
と
分
離
さ
せ
、
搾
取
者
を
次
第
に
一
個
の
労
働
者
に
変
化
さ
せ
、
資
本
家
が
社
会
の
衰
朽
力
と
し
て
反
抗
さ
せ
る
ヒ
と

を
除
去
し
、
あ
る
い
は
大
い
に
弱
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
階
級
を
次
第
に
消
減
さ
せ
、
遂
に
は
対
抗
性
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が

で
き
る
。
現
在
す
で
に
公
私
含
営
企
業
に
は
対
抗
性
の
矛
盾
が
な
い
と
す
る
人
が
あ
る
。
私
は
価
値
分
配
・
経
営
管
理
お
よ
び
思
想
。

意
識
な
ど
の
面
で
、
あ
る
程
度
対
抗
性
が
ま
だ
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
す
で
に
ー
矛
盾
の
主
要
な
面

で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
主
と
し
て
説
得
教
百
の
方
法
に
よ
っ
て
漸
次
こ
の
よ
う
な
対
抗
性
を
弱
め
、
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
一
九
四
九
年
に
公
私
含
営
企
業
の
生
産
額
は
工
業
総
生
産
額
の
う
ち
二
％
を
占
め
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
四
年
に
は
二
丁

三
％
に
増
大
し
、
一
九
五
五
年
末
に
な
っ
て
、
全
国
的
に
全
営
業
に
わ
た
っ
て
公
私
合
営
化
の
発
展
が
高
潮
し
た
。
こ
の
高
潮
は
偶

然
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
六
年
に
わ
た
る
社
会
主
義
経
済
の
発
展
強
化
・
労
働
者
階
級
の
力
の
増
大
・
資
本
家
が
平
和
・

的
競
争
の
中
で
胃
己
の
没
落
の
前
途
を
認
め
て
杜
会
主
義
改
造
を
受
け
入
れ
た
結
果
で
あ
る
。
全
営
業
の
公
私
合
営
形
式
は
社
会
主



義
経
済
が
支
配
的
地
位
を
占
め
た
ト
ラ
ス
ト
形
式
で
あ
る
。
ご
の
よ
う
な
彩
式
は
、
資
本
主
義
商
工
業
に
対
し
て
社
会
主
義
改
造
を

進
め
る
高
潮
に
適
応
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
高
潮
を
推
進
し
た
、
こ
の
手
続
は
ま
だ
中
国
資
本
主
義
の
社
会
主
義
へ
の
平
和
的
転

化
の
最
後
的
子
続
で
は
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
決
定
的
意
義
を
も
っ
た
手
続
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
領
域
内
に
お
い
て
、
今
ま
で
は

国
家
は
資
本
主
義
経
済
法
則
の
作
用
と
影
響
を
、
主
と
し
て
利
用
し
制
限
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
は
す
で
に
。
社
会
主
義
経
済
法
．

則
が
直
接
に
支
配
的
地
位
に
立
ち
、
国
家
は
杜
会
主
義
経
済
法
則
の
要
求
に
基
き
、
企
業
の
生
産
方
法
と
生
産
目
的
に
対
し
て
新
し

く
規
画
と
改
組
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
現
在
公
私
含
営
企
業
の
再
生
産
は
、
基
本
的
に
は
も
は
や
杜
会
主
義
的
再

生
産
で
あ
り
、
配
当
を
規
定
し
在
が
ら
も
次
第
に
引
下
げ
る
前
提
の
下
で
、
企
業
の
蓄
積
は
社
会
主
義
的
蓄
積
で
あ
り
、
拡
大
再
生

産
は
、
杜
会
主
義
生
産
関
係
を
拡
大
す
る
。
計
画
的
比
例
的
発
展
法
則
は
、
公
私
合
営
企
業
の
生
産
と
販
売
過
程
に
お
い
て
主
要
在

調
節
作
用
を
な
し
て
い
る
。
現
在
、
ま
だ
一
部
の
生
産
品
の
生
産
と
販
売
は
価
値
法
則
と
市
場
の
需
給
法
則
の
調
節
を
受
け
て
い
る
。

ご
の
現
象
は
長
期
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
国
営
商
業
機
構
と
合
作
社
が
公
私
合
営
企
業
（
特
に
国
営
企
業
）
の
或
る
生
産
品
恒
対

し
て
自
由
販
売
と
百
由
送
択
購
入
を
実
行
し
て
以
後
は
、
或
る
商
品
の
市
場
は
一
定
の
巾
の
中
で
の
変
動
を
詐
さ
れ
、
価
値
法
則
と

市
場
の
需
給
法
則
は
な
お
相
当
そ
の
生
産
と
流
通
を
調
節
す
る
作
用
を
拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ご
れ
は
決
し
て
資

本
主
義
白
由
市
場
の
復
活
で
は
た
く
し
て
、
杜
会
主
義
の
計
画
的
比
例
的
発
展
法
則
の
指
導
の
下
に
お
け
る
一
定
範
囲
内
で
の
自
由

市
場
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
在
自
由
市
場
に
お
い
て
は
、
価
値
法
則
と
市
場
の
需
給
法
則
の
作
用
は
、
生
産
単
位
と
流
通
機
構
に
対
し

て
さ
ら
に
計
画
的
に
生
産
と
流
通
を
行
わ
せ
、
さ
ら
に
計
画
的
に
人
民
の
需
要
に
。
符
含
さ
せ
、
さ
ら
に
生
産
の
消
費
に
。
対
す
る
盲
目

性
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
盲
目
性
の
拡
大
で
は
な
い
、
こ
の
よ
う
な
計
画
的
な
生
産
が
完
全
に
生

産
の
消
費
に
対
す
る
盲
目
性
を
克
服
す
る
ご
と
が
で
き
る
と
す
る
こ
と
は
正
確
で
は
な
い
。
計
画
的
な
生
産
は
主
要
生
産
物
が
人
民

　
　
秋
超
白
「
中
国
の
過
渡
期
に
お
け
る
杜
会
圭
義
経
済
の
発
展
と
経
済
法
則
」
（
訳
）
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
五
七
　
（
三
八
五
）

●



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
五
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
三
八
六
）

の
需
要
に
符
合
す
る
こ
と
を
保
証
で
き
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
一
切
の
生
産
品
の
量
が
人
民
の
需
要
に
符
合
す
る
に
至
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
消
費
は
す
べ
て
生
産
の
後
で
あ
る
か
ら
、
計
画
的
発
展
法
則
は
た
だ
生
産
の
領
域
内
で
だ
け
支
配
作
用
を
与
え
る
の
で

あ
り
、
消
費
品
の
消
費
領
域
内
で
は
影
響
を
与
え
る
だ
け
に
過
ぎ
在
い
。
消
費
者
の
消
費
品
の
数
量
・
様
式
・
品
種
に
対
す
る
需
要

は
一
定
の
隈
度
内
で
絶
え
す
変
る
も
の
で
あ
っ
て
、
消
費
者
の
選
択
が
愈
ヵ
発
揮
で
き
、
生
産
の
指
導
は
愈
犬
進
み
、
そ
れ
と
と
も

に
愈
大
生
産
を
人
異
の
需
要
に
符
合
さ
せ
る
ご
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
、
価
値
法
則
と
市
場
の
需
給
法
則
は
、
一
定
の
範
囲
内
で

あ
る
が
杜
会
主
義
的
生
産
と
流
通
領
域
内
で
調
節
作
用
を
行
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
当
然
に
資
本
主
義
制
度
の
下
に
お
け
る
よ
う

に
剰
余
価
値
の
実
現
に
奉
仕
す
る
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
全
く
反
対
に
、
そ
れ
は
計
画
的
発
展
の
法
則
の
作
用
を
さ
ら
に
１

完
全
な
も
の
に
し
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
を
さ
ら
に
完
全
底
も
の
に
し
、
そ
の
作
用
を
発
展
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

■

四
　
農
業
合
作
化
の
組
織
形
式
と
経
済
法
則

　
わ
が
国
が
過
渡
期
を
開
始
し
た
時
の
経
済
的
基
礎
は
小
生
産
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
個
人
経
済
は
遅
れ
た
経
済
彩
態
で
あ
っ
て
、
労

働
者
階
級
と
国
家
の
そ
れ
ら
に
対
す
る
基
本
的
任
務
は
、
そ
れ
ら
を
合
作
化
へ
の
道
に
導
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
こ
の
道
の

通
過
は
必
す
千
百
万
農
氏
の
自
覚
に
よ
っ
て
、
彼
等
が
次
第
に
明
確
に
杜
会
主
義
の
前
途
を
見
透
す
よ
う
に
さ
せ
ね
ば
な
ら
在
か
っ

た
。
か
く
し
て
党
と
国
家
は
ま
す
個
人
農
民
の
間
に
互
功
組
を
発
展
さ
せ
・
購
買
販
売
合
作
社
を
組
織
さ
せ
・
手
工
業
生
産
小
組
と

手
工
業
含
作
杜
を
発
展
さ
せ
た
。
生
産
関
係
が
漸
次
合
作
化
す
る
過
程
に
お
い
て
、
必
す
農
氏
が
次
第
に
生
産
力
の
向
上
と
彼
等
個

人
の
収
益
の
増
加
を
見
透
す
よ
う
に
せ
ね
ば
在
ら
な
か
っ
た
。
生
産
力
の
向
上
を
軽
視
し
て
は
、
薪
し
い
生
産
関
係
を
強
固
に
で
き

な
い
。
し
か
し
農
民
経
済
の
貧
困
と
立
ち
遅
れ
に
よ
っ
て
、
単
に
小
生
産
内
部
の
力
を
組
織
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
を
発
展

．
．
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さ
せ
る
だ
け
で
は
緩
慢
で
あ
る
か
ら
、
国
求
は
必
す
社
会
主
義
の
物
質
的
力
和
、
動
員
し
て
、
組
織
さ
れ
た
農
民
手
工
業
者
に
援
助
を

与
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
淀
援
助
は
主
と
し
て
水
利
事
業
の
発
展
．
生
産
品
の
貰
上
げ
．
原
料
と
肥
料
の
供
給
．
優
良

品
種
の
貸
付
け
・
農
具
と
生
産
資
金
の
貸
付
け
在
ど
で
あ
る
。
援
助
の
目
的
は
、
生
産
を
発
展
さ
せ
農
民
と
手
工
業
者
の
含
作
化
へ

の
道
を
激
励
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
個
人
経
済
に
対
す
る
発
展
の
影
響
で
、
ゆ
っ
て
、
そ
の
結

果
個
人
経
済
に
内
在
す
る
杜
会
主
義
要
素
の
生
成
を
促
進
し
、
生
産
力
の
向
上
に
つ
れ
て
次
第
に
互
功
含
作
の
生
産
関
係
を
拡
大
し

た
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
小
商
品
生
産
考
も
白
然
発
生
的
に
資
本
主
義
へ
の
趨
勢
を
も
つ
例
外
で
は
な
い
。
価
値
法
則
．
市
場
の
需
給
法
則
在
ど

は
、
農
民
と
手
工
業
者
の
生
産
に
－
対
し
て
極
め
て
大
き
淀
作
用
を
も
ち
、
剰
余
価
値
法
則
も
彼
等
に
対
し
て
影
響
を
も
ち
、
杜
会
主
義

経
済
法
則
が
ま
だ
指
導
的
作
用
を
発
揮
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
ど
こ
で
で
も
資
本
主
義
経
済
法
則
が
作
用
と
影
響
を
与
え
る
。
こ

の
広
大
友
農
民
手
エ
業
の
個
人
経
済
領
域
も
、
過
渡
期
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
と
資
本
主
義
経
済
と
が
激
烈
た
闘
争
を
展
開
す
る

広
大
な
場
所
で
あ
る
。
そ
の
闘
争
の
方
法
と
手
段
は
、
小
生
産
者
と
資
本
主
義
の
連
系
を
消
極
的
に
阻
止
す
る
方
法
を
採
る
ご
と
は

で
き
な
い
。
積
極
的
方
法
は
、
社
会
主
義
市
場
を
建
設
し
て
資
本
主
義
市
場
に
代
え
、
社
会
主
義
と
の
経
済
的
連
系
を
立
て
て
資
本

主
義
経
済
と
の
連
系
に
代
え
、
生
産
合
作
社
の
経
済
形
式
を
立
て
て
戦
勝
富
農
の
経
済
形
式
を
除
く
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
に

全
国
の
販
売
・
消
費
合
作
社
の
小
売
総
額
は
一
九
五
〇
年
の
六
一
七
％
、
一
九
五
五
年
は
ま
た
一
九
五
二
年
の
二
四
一
％
で
あ
っ
た
。

収
買
総
額
は
一
九
五
二
年
が
一
九
五
〇
年
の
七
七
五
・
一
％
、
一
九
五
四
年
は
一
九
五
二
年
の
二
〇
四
．
四
％
で
あ
っ
た
。
政
府
は

ま
す
主
要
な
原
料
作
物
に
対
し
て
統
一
購
入
・
統
一
販
売
を
実
行
し
、
次
い
で
糧
食
に
対
し
て
計
画
収
買
．
計
画
販
売
を
実
行
し
た
。

こ
の
一
系
列
の
措
置
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
二
つ
の
経
済
成
分
の
闘
争
は
激
烈
で
あ
つ
て
、
資
本
家
商
人
は
各
地
で
国
家
．
合
作

　
　
秋
超
白
「
中
国
の
過
渡
期
に
お
げ
る
杜
会
主
義
経
済
の
発
展
と
経
済
法
則
」
（
訳
）
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
五
九
　
（
三
八
七
）

一
羅
　
　
　
｝
籔
苗
婁
影
＾
．
一

，
篶
、
。

’
一
滅



　
　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
五
巻
．
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
六
〇
　
（
三
八
八
）

　
社
と
生
産
品
の
収
買
お
よ
び
販
売
市
場
を
争
奪
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
双
方
と
も
価
値
法
則
を
掌
握
し
運
用
し
た
。
対
等
の
基
礎
の

・
上
に
お
い
て
、
決
定
的
底
作
用
を
与
え
た
の
は
、
党
が
農
村
に
お
い
て
広
汎
か
つ
有
力
な
大
衆
を
組
織
し
農
氏
の
自
覚
を
高
め
た
こ

　
と
で
あ
る
。

　
　
半
社
会
主
義
の
農
業
生
産
合
作
社
は
、
わ
が
国
農
業
合
作
化
過
程
に
お
い
て
一
つ
の
重
要
な
段
階
と
形
式
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
で

　
に
一
部
分
は
生
産
手
段
の
集
団
所
有
制
を
含
み
、
ま
た
一
部
分
は
生
産
手
段
の
個
人
所
有
制
を
も
含
み
、
相
互
に
依
存
し
、
ま
た
相

互
に
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
。
拡
大
再
生
産
の
過
程
に
お
い
て
、
集
団
所
有
制
は
漸
次
拡
大
し
、
個
人
所
有
制
は
漸
次
縮
少
し
て
、

絶
え
す
増
大
す
る
の
は
社
会
主
義
的
経
済
成
分
で
あ
る
。
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
は
内
在
的
矛
盾
の
発
展
の
主
導
者
と
な
り
、

そ
れ
は
絶
え
す
技
術
的
基
礎
の
向
上
を
要
求
し
、
絶
え
す
生
産
を
拡
大
し
農
民
生
活
を
改
善
す
る
。
わ
が
国
の
農
業
人
口
は
極
め
て

多
く
、
各
人
の
平
均
耕
地
面
積
は
三
市
畝
で
あ
り
、
高
い
集
約
経
営
の
経
験
が
あ
る
か
ら
、
改
良
農
具
を
採
用
し
、
集
約
耕
作
の
経

験
を
交
流
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
現
実
的
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
個
人
経
営
制
度
の
下
で
は
、
進
ん
だ
生
産
技
術
を
伝
投
ナ
る

こ
と
を
喜
ば
な
い
。
合
作
化
の
基
礎
の
上
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
増
産
経
験
は
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
加
う
る
に

含
理
的
な
労
働
力
と
分
労
の
使
用
は
、
生
産
力
の
発
展
を
非
常
に
大
き
く
推
進
す
る
ご
と
が
で
き
る
。
計
画
的
発
展
法
則
も
ま
た
内

在
的
に
作
用
し
始
め
る
。
農
業
生
産
合
作
社
は
国
家
計
画
に
お
け
る
農
業
の
基
礎
単
位
と
な
り
、
さ
ら
に
国
家
の
物
質
的
技
術
的
援

助
の
下
に
、
生
産
と
収
入
の
増
加
は
比
較
的
に
予
想
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
小
農
の
天
命
を
ま
つ
と
い
う
盲
目
的
生
産
の
状
態
を

改
善
し
た
。
こ
れ
は
大
い
に
農
氏
労
働
の
積
極
性
を
高
め
、
彼
等
の
自
然
に
対
す
る
闘
争
能
力
を
増
加
さ
せ
た
◎

　
　
一
九
五
五
年
の
冬
、
全
国
の
農
氏
は
党
中
央
の
農
業
含
作
化
に
関
す
る
決
議
と
毛
沢
東
同
志
の
「
農
業
合
作
化
問
題
に
１
つ
い
て
」

の
報
告
を
学
習
し
、
幹
部
は
そ
の
指
導
思
想
に
変
化
が
あ
り
、
農
氏
た
ち
は
過
去
数
年
に
お
け
る
互
助
合
作
の
成
功
し
た
経
験
を
み
、



ま
た
党
が
指
示
す
る
社
会
主
義
発
展
の
前
途
に
対
し
て
信
頼
し
、
農
業
生
産
含
作
社
に
参
加
す
る
こ
と
を
急
速
に
要
求
す
る
希
望
は

正
確
在
指
導
を
得
た
の
で
あ
っ
て
、
ご
こ
に
お
い
て
全
国
に
わ
た
っ
て
農
業
含
作
化
の
窄
酊
の
高
潮
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
、

全
国
で
は
す
で
に
九
〇
・
四
％
の
農
家
が
農
業
生
産
合
作
社
に
参
加
し
、
六
一
・
；
〃
の
農
家
が
高
級
合
作
杜
に
、
参
加
し
て
い
る
。

　
社
会
主
義
経
済
成
分
の
農
業
部
分
に
お
け
る
飛
躍
的
発
展
は
、
党
と
政
府
が
正
確
に
客
観
的
法
則
の
作
用
と
影
響
炉
」
掌
握
し
運
用

し
た
ご
と
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
は
、
国
家
が
生
産
手
聚
・
生
活
資
料
お
よ
び
文
化
教
育
在
ど

の
面
で
、
早
急
に
大
量
的
に
農
氏
を
援
助
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
農
氏
は
ご
れ
ら
の
援
功
と
生
産
の
向
上
を
体
験
し
、
彼
等
自
身

を
社
会
主
義
の
創
造
力
と
し
て
、
漸
次
個
人
経
済
を
杜
会
主
義
経
済
に
改
変
す
る
の
で
あ
る
。

　
半
杜
会
主
義
的
農
業
生
産
合
作
社
は
、
す
で
に
簡
単
た
生
産
計
画
を
決
定
し
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
主
要
在
農
産
品
は
計
画
的

発
展
法
則
の
調
節
を
受
け
る
。
国
家
は
同
時
に
価
値
法
則
の
作
用
と
影
響
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
計
画
の
調
節
作
尉
を
さ
ら
に
有
効
に
す
る
の
で
あ
る
。
合
作
化
運
動
が
全
面
的
に
展
開
し
て
以
後
、
計
画
的
発
展
法
則
の
作
用

と
影
響
範
囲
は
農
業
の
全
部
門
に
拡
大
し
、
か
く
し
て
全
国
的
農
業
発
展
の
全
面
的
規
画
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。
農
業
の
全
面
的

規
画
は
す
で
に
農
業
の
計
画
的
発
展
を
進
め
、
さ
ら
に
社
会
主
義
経
済
各
部
門
の
計
画
的
発
展
を
進
め
て
い
る
。

　
小
農
経
済
は
自
已
の
消
費
に
供
す
る
使
用
価
値
を
生
産
し
、
ま
た
市
場
に
売
出
す
価
値
を
生
産
す
る
。
た
だ
生
産
力
の
向
上
と
い

う
前
提
の
下
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
商
品
化
率
　
　
す
な
わ
ち
価
値
と
し
て
生
産
す
る
部
分
は
増
加
す
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
一
方

に
お
い
て
小
農
経
済
の
資
本
主
義
へ
の
道
を
阻
ぎ
、
同
時
に
ま
た
合
作
化
へ
の
道
を
阻
ぐ
在
ら
ば
、
農
業
の
商
品
増
大
は
工
業
の
発

展
と
人
民
生
活
の
向
上
と
い
う
需
要
に
適
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
飛
躍
的
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
社
会
主
義
大
工
業
と

小
農
経
済
と
の
間
の
矛
盾
は
次
第
に
拡
大
し
、
自
然
的
災
害
に
遇
う
時
に
は
、
そ
の
矛
盾
は
尖
鋭
化
し
、
そ
の
結
果
は
第
一
部
類
と

　
　
秋
超
白
「
中
国
の
過
渡
期
に
お
げ
る
杜
会
圭
義
経
済
の
発
展
と
経
済
法
則
」
（
訳
）
　
（
武
藤
）
　
　
　
　
　
六
一
　
（
三
八
九
）

＞
’
占
．



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
五
巻
・
第
四
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
（
三
九
〇
）

第
二
部
類
と
の
間
の
比
例
的
関
係
を
保
持
す
る
ご
と
が
で
き
す
、
大
い
に
、
人
民
生
活
の
向
上
を
阻
害
し
、
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済

法
則
の
作
用
は
制
限
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
党
と
国
家
は
社
会
主
義
工
業
化
と
同
時
に
、
最
大

の
力
を
用
い
て
農
業
合
作
化
を
発
展
さ
せ
、
合
作
化
と
農
業
生
産
の
発
展
速
度
を
工
業
化
の
速
度
に
ー
適
応
さ
せ
、
工
業
化
の
発
展
と

並
行
し
て
推
進
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
偉
人
な
成
果
は
、
主
と
し
て
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
要
求
に
よ
る
の
で
あ
り
、
わ

が
当
面
の
社
会
経
済
的
条
件
と
政
治
条
件
な
ど
を
も
結
合
し
て
政
策
を
決
定
し
、
全
国
人
異
を
動
員
し
た
か
ら
ど
そ
、
わ
れ
わ
れ
は

一
九
五
四
年
に
生
じ
た
困
難
な
境
地
か
ら
今
日
の
国
民
経
済
の
全
面
的
向
上
の
局
面
に
転
化
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
一
切
の
経
済
法
則
は
、
そ
の
時
そ
の
所
の
具
体
的
経
済
条
件
お
よ
び
政
治
条
件
を
通
じ
て
の
み
作
用
を
展
開
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。

卓
越
し
た
指
導
者
は
よ
く
現
在
の
種
カ
の
条
件
を
発
見
し
組
織
し
て
、
客
観
的
経
済
法
則
が
充
分
に
そ
の
作
用
と
影
響
を
展
開
し
得

る
よ
う
に
す
る
の
で
あ
る
。

五
　
過
渡
期
の
基
本
的
経
済
法
則
と
主
要
矛
盾

　
生
産
関
係
は
必
す
生
産
力
の
性
質
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
則
は
、
過
渡
期
に
お
い
て
は
極
め
て
重
要
な
作
用
と

髭
響
を
も
ち
、
党
と
政
府
は
こ
の
法
則
を
掌
握
し
運
用
し
て
、
資
本
主
義
商
工
業
・
農
業
お
よ
び
手
工
業
に
対
し
て
社
会
主
義
改
造

を
行
う
の
、
で
あ
る
。
一
つ
の
経
済
形
態
か
ら
別
の
高
級
底
経
済
彩
態
へ
の
移
行
は
、
中
間
に
多
少
の
過
渡
的
段
階
お
よ
び
長
い
時
間

の
経
過
を
必
要
と
し
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
生
産
力
の
発
展
の
性
質
と
速
度
お
よ
び
階
級
的
力
関
係
の
比
卒
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

レ
ー
ニ
ソ
一
は
述
べ
て
い
る
、
「
も
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ら
の
発
電
所
か
ら
電
力
を
各
村
六
に
送
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
も
し
わ
れ
わ
れ

が
充
分
在
数
量
の
電
気
モ
丁
タ
ー
お
よ
び
そ
の
他
の
機
械
を
も
つ
ご
と
が
で
ぎ
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
は
法
制
に
よ
っ
て
社
会
主
義
に

Ｌ
さ－

一

山

－
山
二

山
山

、
一

岨
Ｌ

－
必

－



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

移
行
す
る
中
間
点
と
過
渡
段
階
を
必
要
と
し
在
い
」
か
、
あ
る
い
は
ぽ
と
ん
ど
必
要
と
し
な
い
と
。
こ
れ
は
生
産
関
係
の
改
革
が
、

必
す
杜
会
的
生
産
力
の
発
展
水
準
を
基
礎
と
し
た
け
れ
ば
在
ら
な
い
ご
と
を
説
明
し
て
い
る
、
ま
だ
杜
会
主
義
の
物
質
的
基
礎
を
具

備
し
た
成
熟
段
階
に
。
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
杜
会
に
お
い
て
は
、
労
働
者
階
級
は
決
し
て
革
命
を
放
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
政
権
を

獲
得
し
た
後
は
一
系
列
の
過
渡
的
手
続
と
形
式
を
採
っ
て
杜
会
的
生
産
力
を
高
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
次
第
に
。
社
会
主
義
の
生
産
関
係

を
打
建
て
る
の
で
あ
る
。
旧
中
国
は
過
去
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
た
先
進
的
な
充
分
な
数
量
の
物
質
的
生
産
条
件
を
具
備
し
な
か
っ

た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
各
種
の
過
渡
的
段
階
を
採
り
、
生
産
関
係
を
遂
次
改
変
し
、
弁
証
法
的
に
・
生
産
力
の
漸
次
的
発
展
に
適
応
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
ど
う
し
て
各
種
の
形
式
の
国
家
資
本
主
義
．
互
助
組
お
よ
び
半
社
会
主
義
的
農
業
生
産

合
作
杜
が
わ
が
国
に
お
い
て
重
要
在
過
渡
的
段
階
を
な
し
て
い
る
か
の
原
因
で
あ
る
。

　
生
産
関
係
は
必
す
生
産
力
の
性
質
に
適
合
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
在
い
と
い
う
法
則
は
、
各
社
会
の
段
階
に
お
げ
る
共
通
の
法
則
で
あ

り
、
杜
会
経
済
構
成
の
発
展
・
停
滞
お
よ
び
変
革
の
法
則
で
あ
る
。
階
級
杜
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
則
は
往
六
に
し
て
階
級
闘
争

を
通
じ
て
作
用
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
法
則
は
決
し
て
新
し
い
生
産
方
式
の
生
産
目
的
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
た
い
の
で

あ
る
か
ら
、
薪
興
の
支
配
階
級
の
階
級
利
益
を
体
現
す
る
ご
と
も
で
き
な
い
。
新
興
の
支
配
階
級
を
指
導
し
動
員
し
薪
し
い
生
産
方

式
を
実
現
す
る
た
め
に
闘
争
す
る
の
は
、
ご
の
生
産
方
式
の
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
生
産
関
係
は
必
す
生
産
力
の

性
質
に
適
合
し
淀
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
法
則
は
、
過
渡
期
の
最
も
重
要
な
法
則
で
あ
る
、
と
分
け
て
老
え
る
こ
と
は
で
き
淀
い
。

正
確
に
い
え
ば
、
過
渡
期
に
お
い
て
は
、
生
産
関
係
は
必
す
生
産
力
の
性
質
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
則
は
、
た
だ

労
働
者
階
級
が
掌
握
し
運
用
す
る
と
ご
ろ
の
・
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
が
広
い
作
用
場
所
を
開
く
た
め
に
客
観
的
に
依
拠
し

闘
争
す
る
指
導
原
理
で
あ
る
。
広
汎
な
人
氏
を
杜
会
主
義
建
設
と
杜
会
主
義
改
造
の
運
動
に
巻
き
込
み
、
空
前
の
熱
借
で
杜
会
主
義
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を
実
現
す
る
の
は
、
主
と
し
て
彼
等
が
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
支
配
の
下
で
、
社
会
主
義
生
産
方
式
の
優
越
性
を
認
識
す

る
が
た
め
で
あ
る
。
人
類
の
歴
史
上
、
労
働
人
氏
は
遂
に
、
彼
等
自
身
の
よ
り
よ
い
生
活
を
生
み
発
展
さ
せ
る
よ
う
な
生
産
方
式
を

獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
党
と
国
家
が
常
に
人
民
の
生
活
を
考
え
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
杜
会
主
義
経
済
制
度
発
展
の
重

要
問
題
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
過
渡
期
は
、
大
体
二
つ
の
段
階
に
分
け
る
ご
と
が
で
き
る
。
第
一
段
階
は
主
と
し
て
多
種
類
の
経
済
成
分
が
相
互
に
闘

争
し
、
遂
次
単
一
の
杜
会
主
義
経
済
に
転
化
す
る
過
程
で
あ
る
。
ご
の
段
階
は
大
体
二
、
三
年
を
経
過
し
て
結
束
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
段
階
は
主
と
し
て
社
会
主
義
的
技
術
改
造
の
段
階
で
あ
る
。
ご
の
二
つ
の
段
階
が
社
会
主
義
の
建
設
を
貫
徹
し
、
各
段
階
に
お

け
る
主
要
矛
盾
と
主
要
任
務
は
社
会
主
義
建
設
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。

　
第
一
段
階
に
お
い
て
は
、
多
種
類
の
経
済
成
分
の
う
ち
二
つ
の
主
要
な
経
済
成
分
　
　
薪
し
い
社
会
主
義
経
済
成
分
と
没
落
し
た

資
本
主
義
経
済
成
分
が
あ
り
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
主
要
矛
盾
の
両
面
を
構
成
し
て
い
る
。
矛
盾
の
主
導
面
は
社
会
主
義
経
済
成
分

で
あ
る
と
ば
い
え
、
社
会
主
義
的
全
人
氏
所
有
制
お
よ
び
集
団
所
有
制
が
す
で
に
出
現
し
、
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
も
ま
た

不
可
分
的
に
舞
台
に
現
わ
れ
、
さ
ら
に
益
六
そ
の
作
用
と
影
響
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
と
は
い
え
他
方
、
資
本
主
義
の
経
済
法
則
も

ま
だ
大
量
的
に
存
続
し
、
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
　
　
剰
余
価
値
法
則
も
ま
た
作
用
と
影
響
を
与
え
ざ
る
を
得
な
い
。
社
会

主
義
経
済
成
分
と
資
本
主
義
経
済
成
分
と
の
間
で
、
誰
か
誰
に
勝
つ
闘
争
で
あ
る
か
は
、
主
と
し
て
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則

の
作
用
お
よ
び
影
響
と
資
本
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
の
作
用
お
よ
び
影
響
と
の
相
互
の
闘
争
に
現
わ
れ
る
。
わ
が
国
の
具
体
的
条

件
に
基
き
、
資
本
主
義
に
対
す
る
闘
争
は
暴
力
的
収
奪
の
彩
式
と
し
て
現
わ
れ
す
、
そ
れ
は
主
と
し
て
利
用
と
被
利
用
・
制
隈
と
被

制
隈
．
賠
償
と
売
買
の
彩
式
で
現
わ
れ
る
。
資
本
主
義
商
工
業
に
対
し
て
社
会
的
改
造
を
進
め
る
各
種
の
国
家
資
本
主
義
の
形
式
に

’



よ
っ
て
、
資
本
主
義
窪
済
成
分
が
漸
次
的
に
縮
少
す
る
に
つ
れ
て
、
蒼
本
主
義
経
済
法
則
の
作
用
範
囲
も
ま
た
日
に
－
日
に
狭
く
た
る
。

同
様
に
、
農
業
と
手
工
業
の
社
会
主
義
的
改
造
の
発
展
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
経
済
法
則
の
個
人
経
済
に
対
し
て
与
え
る
影
響
も
ま

た
巳
に
・
日
に
範
囲
を
縮
少
す
る
。
資
本
家
所
有
制
が
杜
会
主
義
改
造
の
結
束
に
つ
れ
て
消
滅
す
る
時
に
は
、
資
本
主
義
の
経
済
法
則

も
ま
た
舞
台
か
ら
退
く
で
あ
ろ
う
し
、
国
民
経
済
に
お
け
る
二
つ
の
対
抗
性
の
矛
盾
も
ま
た
そ
れ
に
つ
れ
て
消
失
す
る
。
遂
に
杜
会

主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
は
国
氏
経
済
に
お
い
て
益
六
大
き
な
支
配
的
地
位
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
過
渡
期
の
第
二
段
階
に
着
い
て
は
、
社
会
主
義
と
資
本
主
義
の
間
で
、
誰
が
誰
に
勝
つ
か
の
問
題
は
解
決
さ
れ
、
こ
の
主
要

矛
盾
も
ま
た
消
夫
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
新
し
い
矛
盾
は
、
す
で
に
建
設
さ
れ
た
社
会
主
義
生
産
関
係
と
そ
の
物
質
的
抜
術
的
基
謄

と
が
適
応
し
な
い
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
。
社
会
主
義
の
生
産
力
は
、
各
生
産
部
門
に
お
け
る
大
機
械
生
産
が
基
礎
で
あ
る
。
何
と
な

れ
ば
、
大
機
械
生
産
が
あ
っ
て
の
み
、
各
生
産
部
門
に
お
け
る
均
衡
的
発
展
の
高
度
生
産
力
を
保
証
す
る
ご
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、

労
働
者
の
労
働
強
度
を
漸
減
す
る
と
い
う
前
提
の
下
で
、
迅
速
に
労
働
生
産
率
を
高
め
、
労
働
に
応
じ
て
報
酬
を
と
い
う
原
則
の
下
で
、

絶
え
す
人
氏
の
物
質
的
文
化
伽
生
活
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
あ
る
同
志
た
ち
は
、
わ
れ
わ
れ
は
大
機
械
生
産
に
ー
よ
ら

す
、
特
に
農
業
部
門
に
■
お
い
て
は
大
機
械
生
産
に
よ
ら
す
、
単
に
清
耕
細
作
と
品
種
改
良
に
よ
っ
て
も
絶
え
す
生
産
を
増
加
す
る
こ

。
、
し
が
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
よ
、
つ
な
否
定
は
、
生
産
手
段
が
社
会
的
生
産
力
の
発
展
に
お
い
て
決
定
的
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
思
想

に
基
す
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
事
実
は
、
機
械
に
よ
っ
て
耕
作
し
て
い
る
地
方
は
、
一
般
的
に
生
産
額
が
非
常
に
増
加
し
た
ご
と
を

証
明
し
て
い
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
の
農
業
桟
械
が
、
わ
が
国
各
地
区
の
土
壌
・
気
侯
・
作
物
お
よ
び
耕
作
方
法
な
ど
の
具
体
的
条
件

に
、
基
い
て
創
造
的
に
発
展
で
き
る
な
ら
ぱ
、
す
た
わ
ち
大
規
模
な
水
力
資
源
の
開
発
は
、
農
業
を
漸
次
電
化
し
、
精
耕
細
作
は
漸
次

手
工
労
働
か
ら
主
と
し
て
機
械
を
用
い
る
操
作
に
高
め
ら
れ
、
さ
ら
に
最
も
先
進
的
在
科
学
技
術
の
方
法
を
使
用
し
て
育
種
・
選
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種
・
除
虫
・
施
肥
な
ど
が
高
め
ら
れ
る
在
ら
ば
、
わ
が
国
五
億
の
農
民
は
苦
し
い
体
力
労
働
と
白
然
災
害
の
脅
威
か
ら
漸
次
解
放
さ

れ
、
わ
が
国
の
人
民
に
真
の
現
代
文
明
的
な
生
活
を
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
工
業
と
交
通
運
輸
部
門
に
至
っ
て
は
、
現
在
あ
る
と
こ
ろ

の
最
薪
の
大
機
械
生
産
と
最
も
先
進
的
な
設
備
も
、
極
め
て
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
工
業
を
強
大
に
し
、
国
民
経
済
の
各

部
門
を
最
新
の
標
準
機
械
化
・
自
働
化
の
地
位
に
到
達
さ
せ
、
さ
ら
に
工
業
建
設
と
技
術
改
造
の
面
で
も
長
期
の
闘
争
を
行
わ
ね
ば

在
ら
在
い
。
毛
沢
東
同
志
は
「
農
業
合
作
化
問
題
に
つ
い
て
」
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
、
「
中
国
は
社
会
経
済
制
度
の
両
で
徹
底
的
に

杜
会
主
義
改
造
を
完
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
技
術
の
面
に
お
い
て
も
、
機
械
操
作
を
使
用
し
得
る
一
切
の
部
門
お
よ
び
場
所
に

お
い
て
も
、
機
械
操
作
を
通
じ
て
初
め
て
、
社
会
経
済
を
全
面
的
に
改
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
経
済
条
件
か

ら
し
て
ぺ
技
術
改
革
の
時
間
は
、
杜
会
改
革
の
時
間
に
１
比
し
て
、
少
し
長
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
全
国
に
お
い
て
農
業
面
の
技
術
改
、

１
革
を
基
本
的
に
完
成
す
る
の
は
、
大
体
四
回
な
い
し
五
回
の
五
力
年
計
画
が
、
す
な
わ
ち
二
十
年
な
い
し
二
十
五
年
の
期
間
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
全
党
は
こ
の
偉
大
な
任
務
の
実
現
の
た
め
に
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
こ
の
文
章
の
中
で
、
す

で
に
わ
が
国
過
渡
期
の
第
二
段
階
に
お
い
て
、
社
会
主
義
生
産
関
係
と
そ
の
物
質
的
基
礎
と
が
適
応
し
て
い
な
い
矛
盾
に
対
す
る
解

決
の
道
は
、
抜
術
改
革
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
説
明
し
て
い
る
。
技
術
改
革
こ
そ
社
会
改
革
の
完
成
後
に
、
全
党
と
全
労
働
人
民
お

よ
び
知
識
分
子
の
中
心
任
務
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
技
術
改
革
の
時
間
は
相
当
の
長
さ
が
必
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
絶
え
す

発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
第
三
次
五
カ
年
計
画
末
に
至
っ
て
、
わ
が
工
業
・
農
業
．
交
通
運
輸
業
在
ど
の
主
要

生
産
部
門
は
、
大
体
に
お
い
て
杜
会
主
義
の
物
質
的
生
産
基
礎
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
ご
の
よ
う
に
し
て
、
杜
会

主
義
生
産
関
係
と
そ
の
物
質
的
技
術
的
基
礎
と
の
間
の
矛
盾
は
基
本
的
に
は
克
服
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
過
渡
期
に
ー
お
け
る
社
会
主
義
と
資
本
主
義
と
の
闘
争
は
、
十
年
と
い
う
時
間
を
経
過
し
て
結
束
し
た
。
社
会
主
義
経
済



お
よ
び
そ
の
法
則
は
、
第
一
段
階
の
矛
盾
が
主
導
す
る
面
か
ら
発
展
し
て
第
二
段
階
の
支
配
す
る
地
位
に
、
至
っ
た
。
私
が
過
去
に
お

い
て
、
社
会
主
義
経
済
と
資
本
主
義
経
済
の
矛
盾
が
全
過
渡
期
を
貫
徹
す
る
と
い
っ
た
論
点
は
、
完
全
に
は
正
確
で
な
い
。
当
然
在

こ
と
で
あ
る
が
、
資
本
主
義
の
発
達
し
た
国
に
お
い
て
は
、
す
で
に
杜
会
主
義
の
た
め
の
準
備
と
し
て
の
物
質
的
披
術
的
基
礎
は
成

熟
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
家
が
社
会
主
義
の
過
渡
期
に
進
ん
だ
時
の
主
要
在
任
務
は
、
社
会
改
革
で
あ
り
、
社
会
主
義
を
建
設
し
、

資
本
主
義
に
勝
ち
、
そ
れ
を
粛
清
す
る
こ
と
で
あ
る
。
資
本
主
義
が
徹
底
的
に
粛
清
さ
れ
た
時
は
、
す
な
わ
ち
過
渡
期
の
結
東
の
時

で
あ
る
。
彼
等
の
技
術
改
革
に
い
た
っ
て
は
、
た
だ
一
つ
の
附
帯
的
任
務
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
独
立
し
た
段
階
と
し
て
、
こ
の
任
務

を
完
成
す
る
必
要
は
た
い
。
思
う
に
、
わ
が
国
と
ソ
同
盟
と
は
、
旧
社
会
か
ら
の
生
産
が
比
較
的
に
遅
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
い
す
れ

も
が
社
会
改
革
と
技
術
改
革
の
両
段
階
を
経
過
し
な
け
れ
ば
底
ら
す
、
そ
れ
に
。
よ
っ
て
初
め
て
過
渡
期
の
全
任
務
を
完
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
、
こ
と
を
歴
史
が
証
明
し
て
い
る
。
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